
Ⅱ 基本構想 



第１ 基本構想の目的 

この基本構想は，本市の都市づくりの総合的かつ長期的な指針として，都市づくりの基本

理念と本市の目指す将来都市像を掲げ，その実現のために必要な施策の大綱を定めるもの

です。 

少子化に伴う人口減少が明らかになる中で，ＳＤＧｓや多様化する人々の価値観を尊重

するダイバーシティ社会の実現に向けた対応をはじめ，時代の課題に取り組んでいかなけ

ればなりません。 

そのため，市民意向を踏まえながら,市民と行政との協働のもと，計画的な行政運営を進

め，将来にわたって発展し，暮らしたいと思える都市づくりの実現を目指していくものとし

ます。 

第２ 基本構想の期間 

この基本構想の期間は，2024（令和６）年度から 2033（令和 15）年度までの 10年間とし

ます。 
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第３ 都市づくりの基本理念 

○基本的な考え方

人口減少社会が到来する中，時代とともに移り変わる価値観や複雑・多様化する市民

ニーズなど，社会の変化が著しい，新しい時代に対応し，様々な選択肢から選ばれるま

ちとなっていくためには，水戸の個性と魅力を伸ばしながら，将来にわたって発展し，

暮らしたいと思える都市としていかなければなりません。 

その実現の原動力となるのは，「人」です。そのため，水戸の未来を創っていく全て

のこどもたちをまち全体で育むことに最重点で取り組んでいきます。あわせて，豊かな

暮らしを実現する多様な働く場の創出をはじめとした経済発展とともに，誰もが生き

生きと暮らせるよう，健康づくり，医療，福祉，防災などの充実による安心して暮らせ

る環境づくりを進めていきます。 

そして，これらの三つの取組の好循環を創出し，明るい未来を展望できる都市づくり

を推進していきます。 

さらには，水戸ならではの歴史と伝統，芸術・文化を大切にすることはもちろん，何

事にも 魁
さきがけ

の精神で取り組むという姿勢のもと，ＤＸ（デジタルトランスフォーメーシ

ョン），ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）など，新たな時代の課題にも積極

的に対応していきます。 

あわせて，県都として，県央地域の発展，茨城の発展をけん引するためにも，広域連

携を推進し，それぞれの地域の資源を効果的に活用するとともに，陸・海・空のネット

ワークを生かした，活動しやすく，暮らしを楽しむことのできるまちをつくっていきま

す。 

 このような視点に立って，次の三つの基本理念のもとに都市づくりを進めるものと

します。 

三つの取組の 

好循環をつくりだす 

未来を創る 

「こどもたち」の育成 

豊かな暮らしを実現する 

「経済発展」 
「安心」して
暮らせる環境 

将来にわたって発展し，暮らしたいと思える都市 

〔実現に向けて〕 
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○三つの基本理念

        

 

 

[目指すべき都市づくりの方向] 

時代の課題に的確に対応しなが

ら，誰もが生き生きと暮らせる，

安心を実感できるまちを目指しま

す。 

 [個性と魅力を伸ばす取組の方向] 

・水戸ならではの歴史・ ・健康づくり，医療，福祉などの

充実 

・災害に強い地域環境づくり 

・ゼロカーボンに取り組む環境づ

くり 

・誰もがデジタル化の恩恵を享受

できる環境づくり 

 [目指すべき都市づくりの方向] 

地域の資源や特性を生かし，持続

的な都市の成長，市民の豊かな暮

らしを実現できる経済が発展する

先進的なまちを目指します。 

[個性と魅力を伸ばす取組の方向] 

・水戸ならではの歴史，芸術・文

化を生かした，にぎわいづく

り・産業振興，働く場の創出 

・陸・海・空のネットワークを生

かした，手軽に移動でき，活動

しやすい環境による産業振興 

[目指すべき都市づくりの方向] 

  人口減少が避けられない中，本市の活力を維持し，持続的に発展するまち

を実現するため，自ら学び，行動するこどもたちの主体性を大切にしなが

ら，水戸の未来をリードするこどもたちをまち全体で育み，若い世代に選

ばれるまちを目指します。 

[個性と魅力を伸ばす取組の方向] 

  ・全国に魁
さきが

ける安心してこどもを生み育てやすい環境づくり 

・教育機関が集積する強みを生かした水戸ならではの魅力ある教育の推進 

水戸の未来をリードする「こどもたち」を育むまちをつくる 

市民の豊かな暮らしを実現できる 

「経済発展」するまちをつくる 

誰もが生き生きと暮らせる 

「安心」できるまちをつくる 
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第４ 将来都市像 

水戸市の目指す将来都市像（将来の都市イメージ）を 

こども育む くらし楽しむ 

みらいに躍動する 魁
さきがけ

のまち・水戸

と定めます。 

人口減少が避けられない中，本市の活力を維持し，持続的に発展する水戸を実現する

ため，こどもたちの主体性を大切にしながら，新しい時代にふさわしい環境や仕組みを

構築し，未来をリードするこどもたちをまち全体で育むものです。 

市民が豊かに暮らし，活躍する場を経済発展により創出するとともに，身の回りの生

活環境整備や防災・減災対策の充実など，安心を実感できる環境づくりを進め，日々の

くらしを楽しめるまちとしていくものです。 

こどもたちをまち全体で育み，経済発展と安心を実感できる環境づくりにより，将来

にわたって発展し，みらいに躍動する，ここで暮らしたいと思えるまちとしていくもの

です。 

さらに，先人たちが築き上げた歴史と伝統，本市の特徴である豊かな自然を大切にし

ながら，教育，文化，福祉，医療など，あらゆる分野において 魁
さきがけ

の精神で挑戦し，先

進的な発展をリードするまちを目指すものです。 

こども育む 

くらし楽しむ 

みらいに躍動する 魁
さきがけ

のまち 
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第５ 人口と経済の展望 

１ 人口設定の考え方 

人口減少社会が到来する中，本市においても，2020（令和２）年度の国勢調査におい

て，それまでの人口増加傾向から人口減少に転じました。人口の減少は，労働力の低下，

消費需要の縮小など，経済面に大きな影響を与えるとともに，市民生活の分野では，地

域コミュニティの活力の低下につながります。行政運営においても，社会保障費が増大

する一方で税収が減少するなど，将来のまちづくりに大きな影響をもたらすことが懸

念されます。 

将来にわたって水戸市を発展させていくため，若い世代の移住・定住等により人口減

少を抑制するとともに，交流人口や関係人口の増加を図り，新たな活力，にぎわいを創

出することとし，展望する将来人口として，「目標人口」及び「目標交流人口」を定め

ることとします。 

２ 目標人口 

本市の将来人口は，国立社会保障・人口問題研究所の推計に準拠すると，10 年間で

約 8,000人の人口減少が見込まれます。 

このような中，県都として，県央地域のリーダーとして求められる本市の役割や将来

都市像を踏まえ，持続的に発展する都市としていくためにも，人口減少を抑制していく

ことが必要です。そのため，安心してこどもを生み育てられる環境づくりを推進し，出

生数の回復を図るとともに，創業・スタートアップの支援や多様な雇用の場の創出な

ど，若い世代から選ばれる都市づくりに取り組み，人口流入の促進，人口流出の抑制を

図ります。そして，水戸市第７次総合計画の最終年次である 2033（令和 15）年度にお

いて，265,000人を目標人口として定めることとします。 

このときの総人口に占める年齢３区分別人口の割合は，出生数の増加及び若い世代

の社会増加を図っていくことにより，年少人口で 13.2パーセント，生産年齢人口で 56.9

パーセントになるものと見込むこととします。また，高齢化がより進行することにより，

高齢者人口で 29.9パーセントになるものと見込みます。 

また，世帯数は，2033（令和 15）年度において 130,700 世帯となり，一世帯当たり

の人員は 2.03人になるものと見込みます。 

就業者数は，総人口及び生産年齢人口が減少する中で，企業誘致も推進することによ

る多様な雇用の場を創出することによって，2033（令和 15）年度において 126,600 人

と，2023（令和５）年度からほぼ横ばいとすることを目指すこととします。 

目標値（2033（令和 15）年度）：26万 5千人 
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［図１］目標人口と国の人口推計 

［表１］将来人口と経済の見通し 

年次 2022年度 

(令和４年度) 

2023年度 

(令和５年度・見込み) 

2028年度 

(令和 10年度) 

2033年度 

(令和 15年度) 区分 単位 

目標人口 人 269,502 268,600 266,700 265,000 

年少人口 

（０～14歳） 

人 33,628 33,100 34,000 35,000 

％ 12.5 12.3 12.8 13.2 

生産年齢人口 

（15～64歳） 

人 162,168 161,400 156,100 150,800 

％ 60.2 60.1 58.5 56.9 

高齢者人口 

（65歳以上） 

人 73,706 74,100 76,600 79,200 

％ 27.3 27.6 28.7 29.9 

世帯 世帯 125,038 125,200 128,200 130,700 

世帯当たり人員 人 2.16 2.15 2.08 2.03 

就業者 人 126,960 126,940 126,700 126,600 

市内総生産 百万円 1,285,700 1,301,300 1,420,500 1,592,200 

注１ 人口及び世帯は，各年度 10月１日の数値とする。 

注２ 就業者は，水戸市常住の就業者数とする。 

注３ 市内総生産は，2023年価格とする。 
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３ 目標交流人口 

本市は，自然，歴史，芸術文化，プロスポーツ等の様々な地域資源に恵まれています。

人口減少が避けられない中においても，将来にわたって都市の活力を維持し，発展させ

ていくためには，水戸ならではの様々な資源の魅力を高め，新たな活力，にぎわいを創

り出していく必要があります。 

本市の様々な地域資源を活用してひと・もの・情報の動きを生み出し，新たな活力，

にぎわいの創出により経済効果を高めていくため，経済発展，地域経済の活性化を目指

す上での指標となる「にぎわい交流人口」，「まちなか交流人口」を「目標交流人口」と

して定めることとします。 

（１）にぎわい交流人口 

  にぎわい交流人口は，新たな活力，にぎわいの創出により地域経済の活性化を目

指す指標です。目標の設定に当たっては，魅力発信交流拠点※１やイベントの来場

者数を基本とします。 

  コンベンション誘致の推進やイベントの磨き上げによって，2028（令和 10）年

度においては 600 万人，2033（令和 15）年度においては 650 万人を目指すことと

します。 

［図２］にぎわい交流人口の目標 

 

 

目標値（2033（令和 15）年度）：650万人 

5,415,336 

2,615,965 

6,000,000 

6,500,000 

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

2019年度

（令和元年度）

※新型コロナ前

2021年度

（令和３年度）

2028年度

（令和10年度）

2033年度

（令和15年度）

（人） 
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（２）まちなか交流人口 

  まちなか交流人口は，まちなか※２の活性化を目指す指標です。目標の設定に当

たっては，水戸市民会館をはじめとした，まちなかの拠点における来場者数を基本

とします。 

  MitoriOを中心としたまちなかの回遊性を高め，2028（令和 10）年度においては

100万人，2033（令和 15）年度においては 110万人を目指すこととします。 

［図３］まちなか交流人口の目標 

※１ 魅力発信交流拠点：自然，歴史・文化など，水戸ならではの資源の魅力を発信し，にぎ

わいや交流を創出する拠点のこと。 

※２ まちなか：多くの都市機能が集積する水戸駅から大工町に至るメインストリートと，そ

の周辺地域のこと。 

目標値（2033（令和 15）年度）：110万人 

371,979 

180,454 

1,000,000 
1,100,000 

0
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600,000
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1,500,000
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2021年度
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2028年度

（令和10年度）

2033年度

（令和15年度）

R5.7.2 

市民会館 

オープン 
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４ 経済の見通し 

国においては，「物価高・円安への対応」，「構造的な賃上げ」，「成長のための投資と

改革」を重点分野とした総合的な対策を進め，民間需要主導の持続的な経済成長ととも

に，長期的なデフレからの脱却を目指すこととしています。 

本市においても，引き続き地域経済の回復を図るとともに，更なる活性化に資する施

策を展開することで継続的な成長を目標として見込み，市民の豊かな暮らしの実現を

目指します。 

  2033（令和 15）年度の市内総生産については，交流人口の拡大による経済効果を高

めるとともに，企業立地や設備投資の更なる促進等を図ることにより，2023（令和５）

年度と比較して約 1.2 倍，対前年度の成長率は 2.5 パーセント程度を目指すこととし

ます。 

［図４］市内総生産の目標 

注１ 市内総生産は，2023 年価格とする。 

1,301,300
1,420,500

1,592,200

500,000

1,000,000
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2,000,000
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2028年度

（令和10年度）

2033年度

（令和15年度）

（百万円） 

目標値（2033（令和 15）年度）：対前年度成長率 2.5％ 

約 20％ 

アップ 
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第６ 都市空間整備構想 

○基本的方向

人口減少社会の到来や地球温暖化，デジタル化など，社会の変化が激しい中，将来

都市像の実現に向けては，都市空間整備の視点からも，それらへ対応できる取組を進

めていく必要があります。 

そのため，これまでの都市空間整備の方向性を踏まえ，引き続き，既存の拠点を生

かしつつ，集積型の持続可能な都市構造，すなわちコンパクトなまちを目指していき

ます。 

本市の目指すコンパクトシティは，現在の都市基盤を有効に活用しながら，社会資

本の効率的な整備を進め，都市核を中心に，既存の地域生活拠点，地域産業系拠点，

魅力発信交流拠点との連携性を高め，それぞれの特性に合わせた都市機能，居住機能

の充実を図っていくものです。 

「都市核・拠点への都市機能の集積と連携強化・充実」，「自然を生かした環境負荷

の少ない都市空間づくり」，「災害に強い都市基盤づくり」，「楽しめる交流拠点づくり」

の視点から，「水戸らしい地域拠点ネットワーク型コンパクトシティ」を構築していき

ます。 

（１）都市核・拠点への都市機能の集積と連携強化・充実 

【重点的な取組】 

・都市核及び各拠点の特性に合わせた都市機能の集積 

  ・都市核・拠点間の公共交通ネットワークや機能連携の強化 

  ・デジタル技術を活用したネットワークづくり，利便性の高い都市環境づくり 

（２）自然を生かした環境負荷の少ない都市空間づくり 

  【重点的な取組】 

   ・地球環境や自然環境，生活環境の保全と向上 

・気候変動に対応するゼロカーボン・エコシティの実現 

（３）災害に強い都市基盤づくり 

  【重点的な取組】 

  ・激甚化・頻発化する自然災害への対応 

  ・避難拠点施設の機能強化や災害時の物資輸送路等の確保 

（４）楽しめる交流拠点づくり 

  【重点的な取組】 

・こどもや親子連れ，若い世代が楽しめる拠点づくり 

  ・県内外から多くの人を呼び込み，にぎわいと交流を創出する拠点づくり 

水戸らしい地域拠点ネットワーク型 

コンパクトシティ 
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　［図５］「水戸らしい地域拠点ネットワーク型コンパクトシティ」概念図

ひと・もの・情報ひと・もの・情報

ひと・もの・情報

「陸」のネットワーク 「海」のネットワーク

「空」のネットワーク

地域生活拠点

地域産業系拠点

魅力発信交流拠点

既存集落

既存集落

魅力発信交流拠点

地域産業系拠点

地域生活拠点

地域産業系拠点

都市核

魅力発信交流拠点
地域産業系拠点

既存集落

地域生活拠点

水戸らしい地域拠点ネットワーク型コンパクトシティ

人口減少社会の到来など，社会が変化する中で，持続可能なまちとしていくため，

環境に配慮しながら，都市核を中心に，既存の拠点を生かしつつ，集積型の都市構

造であるコンパクトなまちを目指すものとします。

あわせて，自然，歴史・文化，スポーツなど，水戸の個性でもある様々な交流拠点

について，地域の特性を生かした魅力の向上とともに，都市核とそれらの地域拠点と

のネットワークの充実を図るものです。
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第７ 施策の大綱 

将来都市像「こども育む くらし楽しむ みらいに躍動する 魁
さきがけ

のまち・水戸」の実現

に向け，施策の大綱を次のとおり定めます。 

（１）こどもを生み育てやすい社会の実現 

① 子育て世帯にやさしいまちづくり

こどもまんなか社会の実現に向け，子育てに関する様々な負担や悩みの軽減を

図るとともに，若い世代の新たな暮らしを応援し，安心して子育てができる，子育

て世帯にやさしい若い世代に選ばれる環境づくりに取り組みます。 

② 安心してこどもを生める環境づくり

安心して，妊娠，出産，子育てができるよう，こどもを生みたいと望む全ての人

に寄り添った多様な支援とともに，こどもの健康や発達に関する支援の充実を図

ります。 

③ こどもたちを見守り・育むつながりづくり

こどもたちがのびのびと成長できるよう，まち全体でこどもたちを見守り，育む

輪を広げながら，こどもたちの主体性を伸ばす仕組みづくりを進めるとともに，こ

どもたちを取り巻く社会的課題の解消を図ります。 

（２）未来をリードするこどもたちの育成 

① 一人一人の個性を伸ばす教育の推進

未来を創っていく全てのこどもたちが自分らしく成長し，夢を実現できるよう，

水戸ならではの特色ある教育を展開するとともに，地域と連携しながら，魅力ある

学校づくりを進めます。 

② 快適な学習環境の整備

こどもたちの安全を確保し，安心して快適に学習に取り組めるよう，学校施設の

長寿命化改良やバリアフリー化をはじめ，屋内運動場への空調設備の設置など，学

校施設の整備，充実を図ります。 

③ 若者が主役になれる活動・社会参加の促進

こども・若者が様々な経験を通して，豊かな人間性を育めるよう，多様な体験機

会の提供や社会参加の促進など，こども・若者が自ら学び，行動することをまち全

体で応援する環境づくりを進めます。 

１ まち全体で「こどもたちを育むみと」 
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（１）地域経済をけん引する活力づくり 

① 誰もが生き生きと働ける環境づくり

若い世代に水戸で働き，暮らすことを選択してもらえるよう，創業・スタートア

ップの支援や企業誘致の推進により，多様な働く場を創出するとともに，一人一人

の価値観やライフスタイルが大切にされ，輝いて働ける環境づくりを推進します。 

② 地元企業が成長するまちづくり

地域経済の中核を担う地元企業が成長し，経済が発展するまちとしていくため，

経営基盤の強化や生産性の向上とともに，ＤＸやＧＸなど，変化する社会情勢に対

応していく取組を支援します。また，地域に根差した商店街づくりを進めるととも

に，ものづくり，流通を担う地域産業系拠点の機能強化に取り組みます。 

③ 安心な食を支える農業の振興

持続的に発展する農業を実現するため，担い手の確保・育成をはじめ，新たな農

業へのチャレンジを支援するとともに，農業経営の効率化・安定化や地場産品のブ

ランド化，消費拡大による所得向上への取組を推進します。 

（２）水戸らしさを生かしたにぎわいの創出 

① まちなかの活性化

水戸の発展をリードするまちなかの活性化に向けて，芸術・文化，歴史等の交流

拠点の魅力向上と拠点間の回遊性向上を図るとともに，若いプレイヤー等による

多様なまちづくり活動を支援します。また，子育て環境の充実や都市機能の強化等

により，若い世代の居住を誘導し，多様な人々が集い，にぎわいのあるまちなかを

形成します。 

② 多くの人が訪れたくなるまちづくり

多くの観光客に選ばれる魅力あるまちとしていくため，地域資源を更に磨き上

げ，効果的に発信するとともに，受入体制の充実や水戸ならではの体験ができる機

会の創出を図りながら，インバウンド観光の推進やコンベンション等の誘致の強

化に取り組みます。 

③ 水戸のまちを楽しめる交流拠点づくり

水戸ならではの自然や歴史，文化，スポーツなど，様々な交流拠点の魅力の向上

とともに，水戸の誇る食文化や伝統文化の発信によって，誰もが楽しめるまちづく

りを推進し，地域経済の活性化につながるにぎわい交流を創出します。 

２ 多くの人が集い，産業が集積する「活力あるみと」 
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（３）都市の活力とにぎわいを支える基盤の強化 

① 水戸らしいコンパクトな都市構造の構築

社会の変化に対応できる集積型の持続可能な都市構造を目指し，都市核及び地

域生活拠点，地域産業系拠点それぞれの特性に合わせた都市機能の充実を図ると

ともに，都市の骨格をなす基幹的な道路網の整備等により，機能連携の強化を図り

ます。 

② 公共交通・自転車に乗りたくなるまちづくり

誰もが安心して移動，外出できるよう，デジタル技術を活用しながら，公共交通

の利便性を向上するとともに，利用しやすいバス路線を構築します。あわせて，自

転車通行空間の整備やシェアサイクル事業の充実により，自転車に乗りやすい環

境づくりを進めます。 
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（１）健やかに暮らせる環境づくり 

① 市民一人一人の健康づくりの推進

生涯を通して，心身ともに生き生きと健やかに暮らせるよう，健康意識の醸成や

食育の充実，ライフステージに応じた歯科保健の推進など，日頃からの多様な健康

づくりを展開するとともに，健診等の受診を促進しながら，生活習慣病予防の充実

を図ります。 

② 生命と健康を守る医療環境の充実

将来にわたって安心して医療サービスを受けられるよう，緊急診療や在宅医療

など，安定的な医療提供体制を維持・確保するとともに，小児医療・周産期医療を

はじめとする地域医療を支える人材の育成を進めます。 

③ 健康危機管理の強化

健康危機から市民を守ることができるよう，地域，関係機関との連携体制を整備

しながら，市民の健康危機管理意識を高めるとともに，新興・再興感染症対策に取

り組むほか，健康危機の未然防止，まん延防止を進めます。  

④ 人と動物がしあわせに暮らせるまちづくり

人と動物が共生できるまちに向け，動物愛護の意識の普及・啓発を図るとともに，

犬猫の適正飼養，適正譲渡を進めます。 

（２）支えあい，助けあう社会の実現 

① 地域の支えあい，助けあいの推進

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるよう，総合的な人権施策を進めなが

ら，市民の複雑化・複合化する課題を包括的に支援する地域福祉推進体制を構築す

るとともに，福祉ボランティアの育成を進めます。  

② 高齢者が健康に安心して暮らせるまちづくり

高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できるよう，「医療」「介護」「生活支援・

介護予防」「住まい」が一体的に提供される地域包括ケアシステムを構築するとと

もに，移動しやすい環境づくりや健康づくり，生きがいづくりの充実を図ります。 

３ 命と健康，暮らしを守る「安全・安心なみと」 
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③ 障害者（児）支援の充実

障害者が自分らしく安心して暮らせるよう，ニーズに応じたきめ細かな相談支

援，障害福祉サービスの充実を図るとともに，経済的自立や社会参加しやすい環境

づくりとして，障害者の雇用促進や収入拡大に向けた取組を進めます。 

④ 社会保障制度の適正な運営

将来にわたって安心して生活できる環境づくりに向け，社会保障制度の理解を

促進しながら，国民健康保険，介護保険の適正な運営を推進します。あわせて，生

活困窮者に対する自立支援とともに，こどもに対する学習・生活支援の充実を図り

ます。 

（３）災害に強いまちの構築 

① 危機管理・防災対策の充実

防災・減災に向け，激甚化・頻発化する自然災害をはじめ，あらゆる事態に備え

た危機管理体制を構築するほか，地域防災活動拠点等の施設や情報伝達力の強化

を図るとともに，市民や事業者等の連携による地域防災力の向上に取り組みます。 

② 治水・雨水対策の推進

市民の生活と財産を水害から守るため，都市下水路等の管渠整備や雨水の流出

を抑制する調整池，貯留施設の整備，国・県管理河川の整備促進を図るとともに，

市民自らの日頃からの備えを組み合わせ，総合的な治水・雨水対策を推進します。 

③ 消防・救急の充実

市民の生命や身体，財産を守るため，火災や急病等の緊急時に迅速かつ的確に対

応できる消防・救急体制の強化を図るとともに，家庭，事業所等における火災予防

対策や応急手当活動の普及・啓発を推進します。 

（４）暮らしを支える基盤の強化 

① 交通安全・防犯の充実

交通事故や犯罪のない，市民が安全に安心して暮らせるまちの構築に向け，交通

安全意識の啓発やこどもの通学路の整備など，市民の安全を守るための交通安全

対策に取り組みます。あわせて，地域における防犯活動や空き家・空き地対策に取

り組むなど，防犯対策を進めます。  

② 水道水の安定供給と生活排水の適正処理

将来にわたって，安全でおいしい水道水の安定的な供給と生活排水の適正な処

理を継続するため，長期的な視点に立って，効率的な事業経営を図るとともに，上

下水道施設の計画的な整備・更新等を進めます。 
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③ 安全で快適な道路環境の整備

地域間の移動を支える幹線市道をはじめとした道路の新設改良とともに，通学

路や身近な生活道路の整備を進めるほか，道路，橋りょう等の適切な維持・管理を

行うなど，安全で快適な道路環境の整備を推進します。 

④ 憩いとゆとりのある魅力的な公園・緑地の整備

本市の豊かな自然にふれあい，憩いとゆとりを感じられる空間を目指し，身近な

公園・緑地づくりを市民と協働で進めるとともに，こどもたちが遊び，多くの人が

集う，にぎわいの拠点として魅力の向上を図ります。 

⑤ 快適に暮らせる住環境づくり

水戸に住みたいと思われる快適な住環境の形成に向け，既存住宅ストックの有

効活用や住宅・宅地の適正な誘導を図るほか，若い世代や子育て世帯の住まいづく

りの支援を進めます。 

⑥ 安らぎを感じられる斎場・霊園の充実

市民が安心して斎場・霊園を利用することができるよう，斎場におけるサービス

向上や施設整備を進めるとともに，ニーズの多様化を踏まえた墓地の適切な供給

を図ります。 
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（１）市民が活躍するみとづくり 

① コミュニティ活動の推進

地域コミュニティの活動が盛んな活力あるまちに向け，住みよいまちづくり推

進協議会と連携して町内会・自治会の加入率向上に取り組むとともに，地域の特色

を生かした主体的な活動を支援します。あわせて，活動の拠点となる市民センター

の機能充実を図ります。 

② ボランティア・ＮＰＯ活動の促進

市民が主役となってまちづくりに参加できる環境づくりに向け，ボランティア

団体やＮＰＯ等の活動支援や情報発信に取り組みながら，各団体の専門性，特性を

生かした協働事業を推進します。  

③ ジェンダー平等の実現に向けた取組の推進

性別にかかわらず互いに尊重しあい，個性と能力を発揮できるよう，家庭や職場，

地域などあらゆる場において，男女平等参画社会の実現に向けた意識の醸成，行動

の促進を図るとともに，性的マイノリティの理解促進に向けた取組を進めます。 

④ 水戸の価値を高めるアイデアを創出する場の充実

複雑・多様化する課題や社会の変化に対応するため，若者との協働による政策立

案を進めるとともに，民官共創による課題解決を推進します。また，様々なメディ

アやデジタル技術を活用して市民参加につながる行政情報を発信します。 

⑤ 芸術文化の振興

水戸ならではの芸術文化を創造・発信し，誰もが親しみ活動できるよう，水戸芸

術館，水戸市民会館を拠点として多様な事業を展開するとともに，あらゆる世代の

市民が主体となって芸術文化活動に取り組むことのできる機会の充実を図ります。 

⑥ 生涯学習・スポーツの推進

生涯学習やスポーツを通し，誰もが豊かさや生きがいを感じられるよう，学ぶ意

欲や楽しみたい気持ちを叶えられる機会の創出とともに，多様なニーズに対応で

きる生涯学習プログラムやスポーツ施設の充実を図ります。 

⑦ 消費生活の向上

自ら判断し行動できる消費者市民社会の実現に向け，複雑化・多様化する消費者

被害やトラブルに巻き込まれないための消費者教育，消費生活相談体制の充実を

図るとともに，消費者団体等の自主的な活動を支援します。 

４ 市民と行政で「共に創るみと」 
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（２）未来につなげるみとづくり 

① ゼロカーボン・エコシティの実現

ゼロカーボン・エコシティの実現に向け，市民，事業者，行政が連携・協力し，

運輸，家庭部門における脱炭素化をはじめとする地球温暖化対策を推進します。あ

わせて，ごみの減量化・再資源化等を進め，循環型社会の形成を図るとともに，豊

かな自然環境の保全に取り組みます。 

② 平和活動，国際交流・多文化共生の推進

戦争の悲惨さと平和の尊さを学ぶ機会の充実に取り組み，あらゆる世代の平和

意識の醸成を図ります。また，海外諸都市や水戸市に居住する多様な国籍や文化等

を持つ人々との交流を通し，お互いの理解を深め，尊重しあえる環境づくりを推進

します。  

③ 広域的な行政の推進

水戸を中心とする都市圏のリーダーとして，自主・自立した都市経営を進めなが

ら，いばらき県央地域連携中枢都市圏をはじめとした広域行政を推進し，都市圏の

発展に取り組みます。また，より一層の都市力の向上を図るため，政令指定都市を

展望した広域合併を推進します。 

④ 多様化する市民ニーズに対応できる行政経営の推進

市民が質の高い行政サービスを享受できるよう，民間活力を活用しながら，市民

ニーズに的確に対応した施策を効率的・効果的に展開するとともに，持続可能な財

政基盤の構築を図り，将来にわたって安定した行政経営を進めます。 

⑤ まちを豊かにするデジタル化の推進

市民の生活を豊かにするＤＸの実現に向け，デジタルデバイド対策を進めなが

ら，行政のデジタル化による市民サービスの向上を図るとともに，事業者等と連携

し，地域課題の解決につながるまちのデジタル化を進めます。 
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